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などを学ぶ．また，第 5 回～ 6 回で犯罪・非行の調査技法である「面接」「心理テスト」「観察」
を取り上げる．更に，心理テストでは実際に学生にバウムテストの三枚法を体験してもらってい
る．第 7 回では第 1 回から第６回までの学びを振り返って，すでに述べたように時間を掛けて行
うことが必要な項目について復習する授業を行い，理解の定着を図っている．また，この時間ま
でに課題図書（「 がれた明日」）を読んでくるよう指示し，レポートを書かせている．
　後半の第 8 回～ 14 回が本授業の山場である．個人情報保護に配慮し加工した 3 つ事例を使用
し，それぞれについて学生には簡略化したレジメを配布し，筆者から補足的に被告人（少年を含
む）の生育史，養育環境，家庭状況，近隣や学校・交友関係，心理テストや観察結果等を説明す
る．そのうち 1 事例は，1 回は講義形式だが，2 回目は 10 のグループに学生を分けて討論を行
い，最後は各グループの代表が意見発表して全体で共有する時間を持っている．これは学生の主
体的な授業態度を育むと同時に理解を広げ，自分の意見を述べ合う場にもなっている．







































　第三にグループ討議の時間を設けていることである．1 事例を基に概ね 10 人ずつ 10 のグルー
プに学生を分け，教室も 3 つを使用する．筆者から同じテーマを各グループに教示しておいて











ループ討論の時には，机や椅子の移動が可能な中教室を主に使い，グループ討論時には 9 号館 2
階の小教室も使用している．
　第四に課題図書の導入である．「繋がれた明日」という小説は，主人公が未成年時に喧嘩の末
に相手を殺してしまう．重大な結果故，少年ではなく成人の刑事手続きを受けて服役，仮出所後
の更生への様々な苦難と努力，加害・被害家族の苦悩，主人公の更生を支える保護司の活動を描
いたものである．長編小説ではあるが，読みやすいため，日頃本を読まない学生でも面白さから
一気に読んでしまっている．レポートにまとめさせることによって，受講生全員に読んでもらえ
る．読みっぱなしではなく言語化を促して，学生たちが犯罪・非行の心理，主人公の立ち直りや
被害者の苦悩等を一層理解させる一助となっているように思える．
　二つ目課題図書のうちの一つ「木橋」は，酷寒の地で辛酸な被虐待環境のために，飢えや暴力
の苦しみ，不登校のために十分な学力が身につかなかった主人公の幼年期から 13 歳までの自伝
である．中学校卒業後，社会に出た主人公は様々な苦労の末に連続殺人を起こしてしまうのであ
る．しかしその後，留置所等で知り合った大学生や支援者等に触発されて，小説を書き，新人賞
等を受賞したが，平成 9 年に死刑となった．この小説は，学生たちに人間の可能性の不可思議さ
を強く訴えかけるため，犯罪者をより広い視野で彼らが捉える一助になっている．
　また，課題図書の導入は，レポートを読む筆者にとっても，若い学生の思考や感受性の柔らか
さには感心させられたり，教えられたりすることが多く勉強になる．
　第五に授業の裏ワザとしての目的である．心理臨床は学生にとって将来設計があいまいなとこ
ろが多い．そのため，具体的に心理臨床を活用できる仕事としてどのような職業があるのかを伝
えたいと思う．事例使用の目的は，心理臨床の技術を用いた実際の仕事を紹介すること，心理臨
床が社会に役に立つ仕事であり，専門職として職業が確立していること，自信を持って学んでほ
しいことの 3 点を伝えることでもある．そして，特に児童虐待等の現場では，心理職を求める動
きがあることを伝えている．毎年授業を受けた学生が非行分野の職業に希望を抱いて，法務教
官，家裁調査官，愛知県，名古屋市などを受験し，合格実績を作っている．
　
　５．今後の課題
　課題レポートや毎回授業後に提出させているレポートの提出率は良好である．書かれている内
容からは主体的に勉強に取り組みたい，興味関心が持てた，広がったという前向きな記述が少な
くないが，実際にどの程度実際の行動に結びついているのかは，分からない．
　また，もっとグループ討論を増やしたいと思うが，時間の関係や使用している教室条件から思
うようには実現し難い．
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　犯罪や非行，それらと深く結びついている児童虐待は，社会の動きと関連している．関心や勉
強の幅を広げて授業の内容を倦むことなく，改良する努力，そのためにも実践である犯罪心理
（情状）鑑定等の社会的な要請には可能な限り応じ，自己の技量を磨くだけでなく，学生にも良
い講義を提供したいと思う．
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